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○山村河川レンジャー活動報告（下半期） 
 

1. 平成 24 年度 活動とテ－マと目的  
1.1  活動テーマと活動分野  

  木津川出張所管内を活動エリアとする山村河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、 

１５の活動を実施します。 

 

 

 
平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

環境保全を図る活動 

木津川の川調べ 

活動①親子花見乗船体験 

活動②親子自然観察会 

（昆虫） 

活動③川で遊ぼう  

魚をとろう 

活動④ツバメのねぐら入り

活動⑤自然観察会（植物）

木津川清掃 

活動①全域 

木津川植物モニタリング 

（全域） 

 

①京田辺市の桜の名所としての

地位を築きつつある馬坂川に農

業用水路を活用し摂南大学や

同志社大学生の皆さんと連携

し、年間を通じた河川清掃を取

り組みつつ輪を大きくして取り

組む。 

②木津川堤防には917種の植物が

生育し、絶滅危惧植物38種が確

認される貴重な植物の自然保護

活動。 

この木津川の自然保護の観点

から、自然を身近に接する機会

として親子自然観察会を開催

する。 

③木津川には生育する魚の種類

も多く、堤防や河川敷の動植物

の豊かさなど自然の姿を多く残

している。しかし、川の汚れと

、事故への危険から子どもたち

を遠避けられていることもあり

、川との関わりはますます少な

くなってきている。このような

現実の中、川で遊ぶことは、子

どもたちにとって貴重な体験と

なり、川を愛し親しむ心を育て

ることで川を守り育てることに

つなげる。 

④近畿地方で最も多くのツバメ

が集中するのが観月橋の葺原だ

といわれている。 

ツバメのねぐら観察会から自然

の姿を知り、地球環境保全の必

要性を理解されるきっかけとし

て開催する。 

活動テーマ 木津川を身近に 

活動テーマ 
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活動分野 活動名 活動目的 

河川の適正な利用、歴史・文

化の普及活動 

 

木津川展（共同） 

木津川ってどんな川 

  活動①木津川出前講座 

活動②京田辺市文化祭 

  活動③京田辺市中部流域 

センター祭り 

  活動④京都府環境フェスタ

  活動⑤防賀川を考える 

木津川の歴史や果たしてきた

役割、現在の状況や姿は余りに

も知る人が少ない。 

木津川の植物や魚、景観でも

木津川を代表する場所等をスラ

イドやポスタ－展示、水質調査

体験などを取り入れる参加型の

企画を検討し、木津川をPRする。

地域で考えよう防災 

防災施設の見学会 

東日本大震災。それに引続く

東京電力福島原子力発電所によ

る放射能被害の発生、これらに

よって、発電や電力への関心が

強くなってきている。 

様々な災害に備え地域で考え

よう防災として洪水体験と地震

体験を実施する。 

木津川には多くの排水機場が

設置されている、こうした排水

機の運転をテスト時に見聞する

ことは貴重な体験でありその他

喜撰山ダムと発電施設の見学を

実施し、水利用の一面を学ぶ。

防災の推進を図る活動 

木津川沿川活動団体交流会 

（共同） 

木津川とその支流流域で、昔

のように綺麗で自然豊かな河川

環境を取り戻す活動を行ってい

る団体が集まり、木津川の現状

と課題を学び、生物が多様に生

育できる木津川の川づくりに向

けた取組について考え、相互の

理解を深め、交流する機会を設

けるために交流会を実施する。
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2. 京田辺市文化祭木津川展示 ・平成 24 年 11 月 3 日(土)・4 日(日) 
活 動 名 木津川ってどんな川 

活動分野 啓発その他 

氏  名 山村武正（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 11 月 3 日(土)・4 日(日)9：25～10：00 

実施場所 京田辺市中央体育館 京都府京田辺市田辺丸山 19 

参加人数 参加総数 826 名  

 一般参加者 のべ 820 名 11 月 3 日 470 名、11 月 4 日 350 名 

 スタッフ のべ 4 名 山田河川レンジャー、やましろ里山の会山本氏 

 河川レンジャー運営事務局 のべ 2 名  

 (11 月 3 日) 

9:25 展示準備のため河川レンジャーミーティング 

スケジュ

ール 

  

  (11 月 4 日) 

 9:20 河川レンジャーとスタッフミーティング 

   

配付資料 

秋の野鳥観察会(告知チラシ)、第 4 回山田川水ウオッチング(告知チラ

シ)、第 30 回京都木津川マラソン(告知チラシ)、交野ふれあいウオー

ク(里山の会告知チラシ) 

関係機関からの支援内容 特になし 

準 備 これまでの木津川での活動の整理をスライドにまとめる 

当 日 スライドを使って木津川の現状とわかる範囲での歴史風俗などを説明する。 

河川レン

ジャーの

活動内容 事 後 報告のまとめ 

参加者からの意見 

木津川に行ってお話を聞いているように楽しかった。 

分かりやすく現状を説明していただいた。 

もっともっと聞きたい 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11 月 3 日展示準備のため河川レンジャ

ーミーティング 
 11 月 3 日来場者のようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11 月 4 日河川レンジャーとスタッフミ

ーティング 
 11 月 4 日来場者のようす 
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3. 木津川ってどんな川    ・平成 24 年 11 月 10 日(土)～11 日(日) 
活 動 名 木津川ってどんな川・京田辺市中部住民センターまつり 

活動分野 啓発 

氏  名 山村武正（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 11 月 10 日(土)～11 日(日) 9：00 ～16：30 

実施場所 京田辺市中部住民センターせせらぎホール 

京田辺市草内美泥 22−2 
参加人数 参加総数 250 名  

 参加者 250 名 大人 200 名、子ども 50 名 

 スタッフ 5 名  

 京田辺市職員 5 名  

10 日 9:00 

10:00 

15:30 

当日準備 

開始 

閉館 

スケジュ

ール 

11 日 10:00 開始 

 15:00 後かたづけ 撤収 

 16:30 解散 

配付資料 河川レンジャーニュース  

関係機関からの 

支援内容 

特になし 

準 備 京田辺市民文化祭で使用した掲示物を使って展示する。 

当 日 
展示物の説明 

山城地方の小学校校歌のうち京田辺市域に絞って展示 

河川レン

ジャーの

活動内容 
事 後 活動に関心を持つ人に 七草摘みやオオムラサキ調査の案内をする。 

参加者からの意見 

里山の会や河川レンジャーさんはよくもこれだけたくさんの行事を実行できま

すね。おどろきです。 

野菜などを栽培されているのでしたら販売してほしいです。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 展示物(河川レンジャー撮影)  展示会場(河川レンジャー撮影) 
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4. 京都環境フェスティバルワークショップ ・平成 24 年 12 月 8 日(土) 
活 動 名 ワークショップ「木津川ってどんな川」 

活動分野 環境保全 

氏  名 山村 武正（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 12 月 8 日(日) 13：00～14：10 

実施場所 京都パルスプラザ（ワークショップブース） 

参加人数 参加総数 41 名  

 参加者 30 名  

 講師 1 名 小川 力也氏(淀川イタセンパラ検討会座長）  

 スタッフ 1 名 福井 波恵(木津川管内河川レンジャー) 

 淀川河川事務所 8 名  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

13:00 ワークショップ開始河川レンジャー説明 

13:30 小川講師説明 

14:03 河川レンジャーワークショップ閉会 

スケジュ

ール 

14:10 終了 

配付資料 なし 

関係機関からの支援内容 小川力也氏の講師派遣 

準 備 講師との打ち合わせ  木津川のお話のスライドつくり 

当 日 

・木津川の現状と問題課題について説明 

・活動趣旨説明・木津川のお話・生息する生き物について・課題問題･木津川は

カヌー発祥地など 

・小川講師説明｢木津川でのイタセンパラ復活の取り組みについて-現状と課題

-｣（イタセンパラの生態・繁殖方法・生育環境・減少要因・ワンド再生・外

来種の駆除・モニタリング調査等の説明） 

・今後の課題を参加者へ啓発 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 

イタセンパラの説明を楽しく聞き、復元への取組みの意欲がさらに燃えてきた。

木津川の最大の問題点は、盗掘防止が可能かどうかにかかっていると明確にさ

れ、その対策や方策についての課題がさらに明確になった。 

参加者からの意見 

木津川の課題をわかりやすく聞かせていただいた。 

木津川の環境条件はまだまだいいところがたくさんあるのです 

木津川について楽しい説明がされていた 

イタセンパラの生活史がよくわかりました。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
山村河川レンジャーによるワークショップ

の行事説明と木津川のお話 
 

小山講師によるお話｢イタンセンパラ復活につい

て｣ 
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 動画等を用いてイタンセンパラの繁

殖や環境の必要性などをお話 

 福井河川レンジャーによる今後の課題を参

加者へ啓発 
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5. 七草摘み ・平成 25 年 1 月 6 日(日) 
活 動 名 七草摘み 

活動分野 自然観察 

氏  名 山村武正（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 25 年 1月 6日(日) 10：00～12：30 

実施場所 京田辺市田辺木津川運動公園 

 
 

参加人数 参加総数 45 名  

 参加者 24 名 大人 18 名、子ども 6名 

 講師 2 名 湯川幸子氏、近藤宏一氏(やましろ里山の会) 

 スタッフ 17 名 やましろ里山の会深田理事長、播川副理事長ほか 

 取材関係者 1 名 京都新聞社 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

10:00 開始・会場設営準備 

10:10 参加者の受付 

スケジュ

ール 

10:20 河川レンジャーから活動の主旨について 

 10:30 京都新聞の取材 

 10:45 参加者の着装 

 10:55 講師とともに七草摘みに出発 

 11:25 スタッフ講師によるゴギョウの説明 

 11:30 河川レンジャーによる地域の歴史的背景説明 

 11:40 講師への質疑 

 11:50 七草の切り分け 

 12:30 古代式火起こし体験、終了 

配付資料 
当日プログラム・人員配置表、囃子歌、春の七草と七草粥の説明、七草の間違い

やすいもの、木津川沿川活動団体交流会(告知チラシ) 

関係機関からの 

支援内容 

特になし 

準 備 
ちらし作製 印刷  配布 報道機関への記事提供 

事前七草摘み 竹椀、竹箸づくり 会場設営準備 トイレ借用依頼など 

当 日 
会場設営 進行 受付 里山の会と河川レンジャー紹介など 

後片付け 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 
記録用写真整理 

NHK/TV で催事紹介放映 

参加者からの意見 

詳しく解説がありよかった。 

間違ったものを教えていただいて勉強になった 

3 年連続して参加している。 

古代衣装が楽しかった。 
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 講師による解説と参加者  講師によるゴギョウの説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
河川レンジャーによる地域の歴史的背景

説明 
 七草の切り分け 
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○福井河川レンジャー活動報告（下半期） 

6. 平成 24 年度 活動とテ－マと目的  
6.1  活動テーマと活動分野  

  木津川出張所管内を活動エリアとする福井河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、 

１０の活動を実施します。 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

河川の環境保全を

図る活動 

活動1   親子川の学校 3回 

活動2   上狛川クリーン作戦 

活動3   木津川クリーンアップ 

（共同） 

活動4  木津川モニタリング 

本年度は規模を適正にして引き続き親子川の学校

を開催し、川の美化、生き物調査、水質検査を行い、

川を愛する親子とスタッフを育てていきたい。 

上狛川クリーン作戦として、ジャンボタニシ駆除・

川掃除・生き物調査・水質調査を今年度も内容を工

夫しながら実施していきたい。 

 なお「上狛川クリーン作戦」は、昨年同様山田、

福井との共同の企画である。 

木津川の河床低下が進行し、高水溜りが消滅した

り、水位が低くなって環境が悪くなり生物が生息し

にくくなる状況が目立っている。今後も河床低下が

進むことが予想され、溜りの状態を継続観察し、溜

りの保全に役立つよう記録を残しておき、また、ゴ

ミなどの撤去も行い溜りの環境保全に努める。 

河川に係わる歴史

・文化の普及・啓発

活動 

活動5  木津川市環境祭り 

活動6  木津川展（共同） 

活動7  木津川マラソン 
河川レンジャー展（共同）

活動8  出前授業 

木津川市環境祭りへの参加も 4 回目となり今年も、

環境祭りを通して木津川環境、歴史・文化を普及し

ながら、主体的に活動に参加する仲間を増やしてい

きたい。 

小学校の総合学習、クラブ活動や PTA の活動、木

津川に関係した学習・ワークショップ、木津川の文

化・歴史・自然調べが計画されており、河川レンジ

ャー活動と木津川への理解を広げていく上でも地域

教材を開発し、出前授業を積極的に進める。 

行政と住民のコー

ディネイト 

活動9   木津川沿川活動団体 

交流会（共同） 

木津川とその支流流域で、昔のように綺麗で自然

豊かな河川環境を取り戻す活動を行っている団体が

集まり、木津川の現状と課題を学び、生物が多様に

生育できる木津川の川づくりに向けた取組について

考え、相互の理解を深め、交流する機会を設けるた

めに交流会を実施する。 

川づくりまちづくり

への参画活動 

活動10   木津川ワークショップ 木津川は、年々河床低下の進行により、沿川活動団

体交流会を通じて、学習、交流する中で木津川の環

境が年々悪化していることも分かってきた。 

「生き物と人にやさしい水辺作り」を目指してワー

クショップを行い、地域住民と一緒に考える。 

 

木津川流域の自然観察、体験活動、クリーン活動、展示会、交流会を通して様々な団体

と連携を深め、木津川の環境を良くしていこうとする人々を育てる。 

活動テーマ 



10 

 

7. 城陽市緑化祭り出展     ・平成 24 年 10 月 14 日(日) 
活 動 名 城陽市緑化祭り展示 

活動分野 啓発その他 

氏  名 福井 波恵（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 14 日(日) 10:00～16:00 

実施場所 城陽市 鴻ノ巣山運動公園 プラムイン城陽周辺 

参加人数 参加総数 82 名  

 参加者 80 名  

 スタッフ 1 名 福井佐絵子氏  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

10:00 開始 

 ・活動「木津川ワークショップ」の活動経過を実施回ごとにまとめたパネルを 

 展示して沿川地域と木津川との係わりについて啓発。 

スケジュ

ール 

16:00 ・終了 

配付資料 なし 

関係機関からの 

支援内容 

木津川出張所・・・パネル作りのためのポスタ印刷 

やましろ里山の会木津川部会 菊池氏・・・水槽と木津川の魚提供 

準 備 

・城陽市緑化祭りへの参加申し込み ・瀬口氏との打ち合わせ 

・ワークショップの取り組み説明パネル作成 

・会場下見と現地での打合せ 

・前日パネル搬入 

当 日 
・魚の水槽搬入 

・魚とパネルの説明 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 
・パネル撤収 

・魚の整理と水槽の返却 

参加者からの意見 

・木津川の魚にふれてとても楽しかった。木津川にたくさんの魚がいるので驚い

た。魚とりに参加してみたい。 

・ワンドやタマリの説明を聞いて、その大切さがわかった。木津川には以前はも

っと魚がいたように思う。木津川に入りたくても、怖くて入れない。安全に遊

べる場所があったらいいのだが。 

・夏の洪水で寺田西の古川も氾濫して住宅地まで水が入ってきたが、これからは

ゲリラ豪雨のあるたびに心配しなければならない。古川の改修は大切だが、生

き物は少なくなってきて心配している。 

・木津川で魚とりをしたり、水遊びができる場所がほしい。なかなか水辺近くま

で近付けない。ワークショップを今後もして下さい。 
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 出展場所全景  展示パネル全景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 展示閲覧状況  展示閲覧状況 
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8. 第 4 回木津川ワークショップ  ・平成 24 年 10 月 14 日(日) 
活 動 名 第 4 回木津川ワークショップ 

活動分野 環境保全 

氏  名 福井波恵（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 14 日(日) 9：15～12：20 

実施場所 中部住民センターせせらぎ 2 階 研修室 

京田辺市草内美泥 22−2 

参加人数 参加総数 26 名  

 参加者 15 名 大人 8 名、子ども 7 名 

 
講師 1 名

柴垣治男氏(南山城村地域再生 PT 代表、新河川レン

ジャー) 

 
スタッフ 6 名

山田・田中河川レンジャー、深田氏、黒光氏、森島氏、

芳川氏(やましろ里山の会) 

 淀川河川事務所 3 名 環境課 1 名、アジア航測 2 名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

9:15 開始・会場準備 

9:30 河川レンジャーから活動の経緯と成果について 

スケジュ

ール 

10:25 河川レンジャーによる木津川の生きものと環境について 

 10:50 河川レンジャーより木津川の河床低下について 

 12:00 グループごとにわくわく夢プラン発表 

 12:20 終了 

配付資料 

当日スケジュール、山城大橋河川敷水辺わくわく夢プラン素材資料、河川

レンジャーNews、親子川の学校だより報告(in 和束川)、木津川ワークシ

ョップだより(第 3 号)(以上河川レンジャー作成)、 

関係機関からの 

支援内容 

木津川出張所  ・・・チラシ、資料の印刷 

やましろ里山の会・・・ハサミ、ポスターカラーなどワイワイマップ作製

の用具 プロジェクター借用、ホームページ掲載

京都・朝日新聞 ・・・ワークショップの周知記事掲載 

準 備 

会場予約、講師依頼、 チラシ作製、チラシの郵送、チラシの配布(城陽

市コミセン、京田辺市図書館、せせらぎ、精華町駅通路 ) 

資料の作成 講師打合せ、参加者名簿、名札プレートつくり 

展示物資料作り（ワークショップパネル）パワーポイント作成 

タイムテーブル作成、スタッフ連絡、レンジャー打合せ 

当 日 当日の運営  

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 まとめ、ワークショップたより NO4 作成 

参加者からの意見 

・木津川の上流について知ることができました。木津川の問題をみん

なで楽しい雰囲気で学ぶことができました。ワンドを作って現在の

ワンドを広くしてできるだけ自然な川になってほしい。 

・きれいな遊べる木津川にしたいという思いがあふれていたワークシ

ョップでした。又、今のワンドを守りタマリを作り在来種を保全し

ながらイタセンパラが復活できる条件を作っていきたいですね。 

・班の人たちと交流できて良かったです。今日話し合ったことが本当

に実現できたらいいですね。 

・こんな木津川、ワンドになって欲しいという思いが皆に伝わってほ

しいです。面白いアィディアがたくさん出てきました。本当になっ

たらいいなあと思います。 

・いろいろな世代や立場の人とお話しをして、また住んでいる地域も

さまざまなので木津川の大切さを知ることができ今後、木津川をど

うしていくのかという良い話し合いが、うまくできたのではないか

と思います。地元の人の話を聞くのは一番データが合っていると思

うので地元の人の話をもっと聞いていくことが必要ではないでしょ

うか。 
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・みなさん、木津川のことを真剣に考えていられるのに感動しました。

とてもよいワークショップだったと思います。これからの活動に期

待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
河川レンジャーから活動の経緯と成果に

ついて 
 

河川レンジャーによる木津川の生きものと環境に

ついて 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
河川レンジャーより木津川の河床低下に

ついて 
 河川レンジャーと意見発表 
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9. 木津川台小学校ボトルアクアリム出前授業 ・平成 24 年 10 月 20 日(土) 
活 動 名 木津川台小学校ボトルアクアリム出前授業 

活動分野 自然観察 

氏  名 福井波恵（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 20 日(土) 12：55～15：00 

実施場所 木津川市立木津川台小学校 

木津川市木津川台 2 丁目 4 

参加人数 参加総数 45 名  

 一般参加者 43 名 PTA3 名、児童 38 名、父兄 2 名 

 連携団体関係者 1 名 PTA 本部役員 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

12:55 展示水槽の生きものの説明 

13:00 開始 

スケジュ

ール 

13:10 主催者から活動の主旨説明 

 13:15 PPT を用いて木津川の生きものと環境について 

 14:10 ボトルアクアリウムづくり 

 14:30 ボトルに絵を描いて完成 

 14:30 アンケートの記入 

 14:40 参加児童の感想 15:00 終了 

配付資料 

ボトルアクアリウムの生きものたち(河川レンジャー作成)、アンケート用

紙、 

河川レンジャーNews 

関係機関からの 

支援内容 

木津川台小学校 PTA・・・参加児童集約 ボトル・水・丸型水槽・虫めが

ね等の準備 児童準備物の連絡、当日のお手伝い、後片付け

木津川台小学校・・・プロジェクター 

木津川出張所・・・・資料、アンケート印刷 

準 備 

・木津川台小学校 PTA メール、電話での打合せ 

・資料作成（アクアリウム作りのプリント、アンケート、木津川と魚と私

達ポワーポイント）

・材料（水草、カワニナ、ヌマエビ、メダカ、砂、木の葉など）集め 

・準備物整理 ・水槽展示物の準備 

当 日 ・当日の運営  

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 ・まとめ 

参加者からの意見 

木津川と魚と私たちのパワーポイントを見て 

・木津川や色々な川にゴミを捨てると魚やカメが死んでいってしまうかも

しれないから、川にゴミを捨てないようにしようと思いました。 

・いろいろな魚がいっぱい木津川にいることが分かった。ゴミは川の生き

物や海の生き物を苦しめるのでゴミは持って帰ろうと思った。 

・ゴミは川や道に捨ててはいけないと思いました。お魚さん、ごめんなさ

い。 

ボトルアクアリウムを作って 

・さん素ぶそくで死にませんように。福井さんありがとうございまし

た。本当によかったです。 

・おもしろかった。カワニナはちょっと気持ち悪かったけど、メダカをも

らってうれしかった。 

・カワニナのエサが枯れ葉と言うことが分かったし、生き物が好きなので

楽しかった。またやりたいです。 

・ボトルアクアリウムを作って魚達は水の中で頑張って生きていることが

分かりました。水そうの中に水草や砂など、生き物が生きれる環境なの

で過ごしやすいだろうと思いました。 

・生き物はそれぞれが助け合って生きていることが分かりました。これか

らはもっと川の生き物のことを知りたいと思いました。 
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河川レンジャーからの成果 

・木津川からとても離れている木津川台の子ども達は川遊びの経験もほと

んどなく、自然から採集した水生生物を飼育する経験も少ない。 

生き物にじかに触れ、かわいいと感じ、「木津川と生き物と私たち」の話

から木津川の生き物や木津川に感心をもつようになったことは大きい成

果です 

・今回河川レンジャー活動の紹介と「ゴミと生き物の関係」を入れて話し

たが、「ゴミは生き物に迷惑をかけているんだ。ゴミはすてない。クリー

ンアップに参加したい。」と言う思いを強くした子どもたちが多かった。

河川レンジャーからの課題 

・材料集めはとても大変だが、子ども達の楽しそうな様子や川への理解が

進むことを考えると、続けることが大切だ。 

・「木津川と生き物と私たち」はゴミと生き物の関係を訴えると子ども達

の心にゴミをすててはダメだということがストーンとはいっていくので

ゴミの問題は大切にしたい。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 展示水槽の生きものの説明  
PPT と黒板を用いて木津川の生きものと環境

について説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 ボトルアクアリウムづくり  アンケートの記入 
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10. 木津川歴史クリーンウオーク出前講座  ・平成 24 年 10 月 31 日(水) 
活 動 名 木津川歴史クリーンウオーク出前講座 

活動分野 環境保全 

氏  名 福井波恵（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 31 日(水) 8：40～12：15 

実施場所 新祝園駅～木津川左岸堤防～泉大橋～木津川右岸堤防～泉橋寺～木津川流域 C 

 
 

参加総数 17 名  

一般参加者 15 名 大人 15 名 

連携団体関係者 1 名 主催：精華環境ネットワーク会議代表 布施田氏 

参加人数 

河川レンジャー運営事務局 1 名  

8:40 新祝園駅で集合、開始 

9:05 木津川左岸堤防を上流に向かう 

9:20 地元グループと合流 

10:40 泉大橋のクリーンアップ 

10:55 木津港と橋の説明(背景は泉大橋) 

11:00 今も残る流出橋の基礎部分 

12:05 北河原流域センターからみた木津川河道の経年変化について 

スケジュ

ール 

12:15 終了 

配付資料 木津川の千本杭・開き橋と残念石・大川樋門の崩壊状況(レンジャー作成)

関係機関からの 

支援内容 

木津川出張所・・・北河原流域センターの使用・資料印刷 

精華町環境ネットワーク 里山ウォーキング部会・・・参加者集約 

準 備 
里山ウォーキング部会布施田氏との打合せ 

北河原流域センターの使用願い  資料作り 

当 日 

 当日の運営(布施田氏と共に) 

ゴミ拾い 

 いくつかのポイントでの木津川の説明 

 ① 菅井の竹藪・・・サギのコロニーの話 

 ② 吐師 府営浄水場の水取り口と貯水塔、水道管の話 

 ③ 木津運動公園・・・木津の浜、和泉式部の墓 

 ④ 泉大橋御立藪国有林・・・竹やぶの伐採と貴重植物の繁殖 

 ⑤ 泉大橋右岸下流・・・泉寺と旧泉橋と木津川の千本杭 

 ⑥ 北河原流域センターの説明、開き橋の残念石、河床低下 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 大きなゴミを持ち帰り分別処理してゴミに出す。 

参加者からの意見 

（布施田氏の里山ウォーキング部会報告より抜粋）  
 木津川堤からの景色は何回見ても遠望がきき、特に今回は秋の澄み

渡った空気も手伝い素晴らしい。  
 木津川市の市民グランドに到着するころにはゴミ袋の重みを感じる

ようになっていた。  
 グランドの所で福井さんから以前の木津川に架かる橋と奈良道の歴
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史のお話しと、大きく茂っているのは「スズカケ」「センダン」との説

明を受ける。注意して見ると何回も何気なく通っていた道が、初めて

通るかのように新鮮に思えた。  
 泉大橋の歩道橋をはじめて渡る。以外とゴミが多い、運転手のマナ

ーだけではない歩行者にも意識付けが必要と思えた。        

 木津川を橋の中程から下流をよく見ると、穏やかにゆっくり何とも

雄大だ、遠望も素晴らしい。  
 福井さん曰く「昨年大きくなった中州の木が伐採されたため大きく

流れが山城町側に変化し逆に下流で蛇行、精華町辺りの堤防側が浸食

されているので河川敷グランド等は何らかの対策が必要」とのこと、

さすが河川レンジャーさん よく観察されている。  
 確かに馬渕地区の模型飛行機の飛行場でグランドゴルフをさせて頂

いてますが、クラブのメンバーたちが先日、「大水のあと浸食進んでい

る大丈夫かな」と心配されていました。  
 開橋の手前の河川管理事務所でトイレ休憩をさせて頂き、改めて開

橋付近をよく見ると精華町側の以前広くあった砂場がなく浸食対策を

訴えておられた福井さんの言葉を実感する。やがてサイクリング施設

や河川敷グランドにも影響が出て来るのではと思った。       

(河川レンジャーから)  
・精華町環境ネットワーク 里山ウォーキング部会でクリーンウオークに

取り組んでいることを知り、出前をさせてもらったが、木津川の歴史、

現在の問題などに関心を持ってもらえ、とてもよかった。 

今後も出前を通して環境整備と木津川への関心を深めていきたい。 

・6 月に取り組んでいる木津川クリーンアップへの協力をお願いする。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
木津川左岸堤防をクリーンウオークで上

流に向かう 
 泉大橋のクリーンアップ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
右岸堤防にて河川レンジャーから木津港

と橋の説明(背景は泉大橋) 
 

流域センターにて河川レンジャーから木津川河道

の経年変化について説明 
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11. 環境祭りボトルアクアリウムつくり ・平成 24 年 11 月 17 日(土) 
活 動 名 木津川市環境祭りボトルアクアリウムつくりと木津川生きもの展示 

活動分野 自然観察 

氏  名 福井波恵（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 11 月 17 日(土) 9：30～15：10 

実施場所 木津川市リサイクル研修ステーション 木津川市木津神田 2-1 

参加総数 62 名  

一般参加者 56 名  

スタッフ 5 名
山城サンフォレスタ 1 名、親子川の学校有志 2 名、

福井さん 2 名 

参加人数 

河川レンジャー運営事務局 1 名  

9:30 開始・会場準備 

10:00 展示開始 

11:50 小学生の参加者によるカワニナつかみ 

12:20 河川レンジャーの指導によるボトルアクアリウムつくり 

15:10 終了 

スケジュ

ール 

  

配付資料 
ボトルアクアリウムを作ろう(河川レンジャー作成レジュメ)、河川レンジ

ャーNews 

関係機関からの 

支援内容 

木津川市リサイクルセンター・・・ポスタ、木津川市広報での周知 

テーブル、掲示板借用 

木津川出張所・・・資料、展示物の印刷 

クルット・・・空き瓶の回収、休憩所場所とお茶の提供 

準 備 

・リサイクルセンターとの打ち合わせ、 

・ボトルアクアリウムを作ろう プリント、河床低下のポスタ作製 

・空き瓶集めと整理 

・水作り 

・材料集め（水草、ヌマエビ、カワニナ、メダカ、砂、枯れ葉） 

・前日準備と会場作り 

当 日 ・当日の運営 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 ・後片付けとまとめ 

参加者からの意見 

・木津川にいろいろな魚がまだいて驚いた。以前は食べられたのだが、水

質が悪くなったので気になる。水量も減り、河原に草や木が茂り木津川

が変わってきたことは分かっていたが、河床低下が起きていることは知

らなかった。 

・ボトルアクアリウムを毎年楽しみにしていて今年で 3 回目です。ここで

もらったメダカやカワニナも増えました。毎年 2 つ作っては孫にプレゼ

ントしています。 

・いろいろと教えてもらい楽しく育てていきたいと思います。メダカとエ

ビとカワニナの共同生活、一年間育てます。 

・メダカとエビを久しぶりに見てすごくかわいかったです。ボトルでかえ

ると思っていなかったのでびっくりしました。楽しかったです。 

(河川レンジャーから) 

・直接木津川で魚とりなどをして遊べない人たちに、木津川の環境、生き

物の素晴らしさを知ってもらう良い機会であり、河川レンジャーへの期

待も高まっているので続けていきたい。 

・参加者の中からスタッフとして協力してくれる人を見つけていく。 
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 会場準備  展示をみる親子連れ来場者 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 小学生の参加者によるカワニナつかみ  河川レンジャーの指導 
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12. 溜りモニタリング ・平成 25 年 1 月 30 日(水) 
活 動 名 溜りモニタリング 

活動分野 自然観察 

氏  名 福井波恵（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 25 年 1月 30 日(水) 10：10～12：20 

実施場所 山城大橋下流右岸～城陽市富野地先伐木区域 

 
 

参加人数 参加総数 3 名  

 スタッフ 2 名 久乗正光氏(伏見淡水魚愛好会)、福井さえ子氏 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

10:10 開始、山城大橋下流たまり 2で生きもの採取と観察 スケジュ

ール 10:35 たまりの採取 

 11:45 城陽市富野地先のたまりで準備(上流側) 

 11:55 採取魚の確認 

 12:20 採取魚のリリース(木津川本川)・終了 

配付資料、関係機

関からの支援内容 

特になし 

準 備 

タマリの下見。タマリ調査に興味のある人に参加を呼び掛ける。参加者への連絡。 

タマリ調査に必要な物(温度計、タモアミ、水槽、胴長、記録ノート、メジャー)を用意

する。 

当 日 タマリ調査をする｡ 

タマリとまわりの写真記録をとる｡特に冨野の浜の伐木による河原の様子は､今後大きく

変化していく可能性があるので､写真撮影をする｡ 

(山城大橋河川敷:水温 7度) 

①のタマリ･･･粘土質の層まで深堀され底が粘土の泥でぬるぬるしている｡水草の発生は

一切なく､貝類も繁殖していなくて生き物も少ない｡ﾓﾂｺﾞ､メダカ､ｵｲｶﾜ､ｽｼﾞｴﾋﾞ 各 1 

②のタマリ･･･砂もタマリの周辺に残っていて珪藻が発生｡二枚貝確認｡二枚貝のいるタ

マリはここだけになった｡貝類(ドブガイ2､ヒメタニシ･カワニナ多数) ヌマエビ多数｡

メダカ1､カワムツ稚魚2  ヌマチチブ稚魚2 ､キイロサナエ2､キイロヤマトンボ2 ･･･

いつもはタナゴが確認できるのにいなかった｡ 

③のタマリ･･･緑藻が発生して生き物が一番たくさんいた｡砂が少ない｡ 

ドジョウ 3(一匹は 15 ㎝) オイカワの稚魚多数 モツゴ 2(4 ㎝) ヌマチチブ 2(5 ㎝･

稚魚) ヨシノボリ 1(2 ㎝ )  

④のタマリ･･･枯れ葉が沢山沈んでいた｡ドンコ 1(4 ㎝) ﾔｺﾞ多数｡ 

山城大橋河川敷のタマリは､例年に比べると水量が多く､生き物の量も種類も少ない｡

(冨野の浜のタマリ) 

 3 箇所の内 1 箇所のタマリは生き物が豊かだった｡タイリクバラタナゴ多数 

 モツゴ、ヌマムツ、フナ､メダカ､ブルーギル､ザリガニ､ヌマエビなど沢山いた｡ 

 カネヒラは 1匹のみ｡(ﾒｽ) 

･ブルーギル､ザリガニは駆除､ほかはリリースする。 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 タマリ調査記録を書く。 
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参加者からの意見 

・夏はたくさんの魚がいたのに、冬のタマリは生き物が少ないので驚いた。4つのタ

マリはすぐ近くにありながら全て環境がちがい、そのため棲んでいる生き物もちが

っていて不思議だ。山城大橋の河川敷タマリは、年々深くなり砂も減ってきて、環

境が悪くなっているように思う。 

・冨野の浜のタマリは初めてだが、「これこそタマリだ」と言うように生き物がたく

さんいた。特に、タイリクバラタナゴが多くて残念だったが、タナゴが棲む環境が

残っていて嬉しかった。ブルーギルが入っていたのは、残念。 

二枚貝は確認できなかったが、いるはずだ。下流のタマリは以前、木津川と繋が

っていてたくさんのタナゴがいたのに河原が広がり、完全にタマリになり泥っぽ

くなっていて、生き物も見当たらずその変化に驚いた。木津川の河床低下はタマ

リの環境を悪くしていると思った。 

・木津川にタマリがいくつもあって生き物がいたので驚いた。木津川はおもしろい。

もっと木津川のタマリを調査してみたい。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
山城大橋下流たまり 2で生きもの採取と

観察 
 たまり 3での採取 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 城陽市富野地先のたまりで準備(上流側)  採取魚のリリース(木津川本川) 
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その昔泉川と称された木津川、又その多くの支流が汚染増加によって流域の住民

から疎遠なものとなってきている。水質調査活動を住民の方々や子供たちとともに

取り組み、汚染の実態を知り、汚染原因を共に考え、自然の残る身近な河川づくり

にかかわる活動を支援する。又環境学習や総合学習などの支援を通して、水環境に

ついて考え行動する力を育成する。 

 

○山田河川レンジャー活動報告（下半期） 
 

13. 平成 24 年度 活動とテ－マと目的  
13.1  活動テーマと活動分野  

  木津川出張所管内を活動エリアとする山田河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、 

１１の活動を実施します。 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

河川の環境保全を図る活

動 

木津川とその支流の水ウオッチング

数回 

木津川とその支流の水質モニタリン

グ 

木津川クリーンアップ（共同） 

水質調査活動を住民の方々や子供たちととも

に取り組み、汚染原因を共に考える。 

「水ウオッチング」を実施するが、その対象河

川の正確なモニタリングを中心にして実施して

いきたい。測定を行うことで、川の環境を水質

という点から明確化し、環境保全の取り組みの

進み具合や目標を明らかにすること。 

 

活動地域への河川環境啓

発活動 

魚採り企画での水質調査出前授業 

小・中学生の環境学習や総合学習等

の出前授業 

宇治市環境展 

宇治環境フェスタ 

木津川展（共同） 

木津川マラソン 河川レンジャー展

（共同） 

川の環境保全に関心を寄せ、行動につなげる

子供や保護者の育成をねらいとして出前授業を

実施する。 

宇治環境展・宇治環境フェスタを環境保全の

大切さを考えてもらうことをねらいとして、取

り組む。参加型の体験コーナー等も検討。 

 

行政と住民のコーディネ

イト 

木津川沿川活動団体交流会 

（共同） 

木津川とその支流流域で、昔のように綺麗で

自然豊かな河川環境を取り戻す活動を行ってい

る団体が集まり、木津川の現状と課題を学び、

生物が多様に生育できる木津川の川づくりに向

けた取組について考え、相互の理解を深め、交

流する機会を設けるために交流会を実施する。

川づくりまちづくりへの

参画活動 
上狛川クリーン作戦(福井河川レン

ジャーと共同) 

上狛川クリーン作戦として、ジャンボタニシ

駆除・ 川掃除・生き物調査・水質調査を今年

度も内容を工夫しながら実施していきたい。

 なお「上狛川クリーン作戦」は、昨年同様山

田、福井との共同の企画である。 

 

活動テーマ 
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14. 第 2 回木津川水ウオッチング  ・平成 24 年 10 月 6 日(土) 
活 動 名 第 2 回木津川水ウオッチング 

活動分野 啓発その他 

氏  名 山田信人（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 6 日(土) 9：30～17：00 

実施場所 北河原木津川流域センター 木津川市北河原地先 

参加人数 参加総数 25 名  

 参加者 9 名 大人 9 名、子ども 名 

 

スタッフ 9 名

山村、福井、柴垣新河川レンジャー、深田理事長、伊

藤千恵子氏、伊藤喜昭氏、姫野友昭氏、日下勤氏、田

中元洋氏(以上やましろ里山の会) 

 連携団体関係者 6 名  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

9:30 開会、水質検査の準備 

10:00 一般持込による水質チェック 

スケジュ

ール 

10:20 水質検査ボランティアに指導 

 10:55 新聞取材インタビュー 

 11:00 スタッフによる水質検査 

 13:30 ユニメーターによる COD 測定 

 17:00 閉会 

配付資料 

第 1 回木津川一斉水ウオッチングの調査結果と簡単なまとめ(河川レンジ

ャー作成)、アンケート用紙、河川レンジャーNEWS No.22、やましろ里山

の会の案内パンフ 

関係機関からの 

支援内容 

木津川出張所：会場借用、アンケートや資料印刷、会場掲示用印刷物の印

刷とラミネート、水質調査用機材を含めた物品の搬入・搬出、パックテス

トの提供 

やましろ里山の会(共催団体)：ユニメーター含め水質調査用器具一式借用、

試薬類提供 

準 備 

 共催団体のやましろ里

山の会との打合せ(開催

要項・取組の具体案の提

示含む)、採水場所の確

定と明示、やましろ里山

の会環境部会での学習

会、連携協力団体への採

水協力依頼と分担、チラ

シ・アンケート・資料・

各種掲示物の作成、当日

の展示用パネルの作成、

パックテストの準備、ユ

ニメーターによる水質調

査の諸器具準備・補充、

水質調査用試薬の注文、前日の機材搬入とパネル・幟掲示等の諸準備、新

聞各社への活動案内記事掲載と取材依頼。 

当 日 
 水質調査の試薬や器具の設置、採水の整理、ユニメーターによる水質調査の指

導、主にＣＯＤの測定補助、器具の洗浄指導、試薬や器具の片付け 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 

 やましろ里山の会環境部会での水質データの算出や汚染マップ作成指導。水質

汚染マップの分析とまとめの作成。まとめを関係者に配布。汚染マップのポスタ

展示。(木津川沿川活動団体交流会など) 

参加者からの意見 

・水質検査に初めて来ましたが、このような取組でたくさんの人が関心を

持たれて良いと思います。 

・水質検査をして頂けることで、どの地点が汚染されているかわかり、上

流への関心が高まることに期待できる。 
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・木津川は、肉眼では透明でも川は汚れている。

下水処理場の必要性を感じた。川上の住民は、

川下(大阪府)の住民のために極力有害物質を流

さない努力が必要である。 

・化学の世界はサッパリですが、化学反応で水の

汚れが分かるとは感心しました。天候に恵まれ、

同じ状況で採水できたことは、良かったと思い

ます。地道な活動で大きな成果が待っていると

思います。 

・昨年に続き、ユニメーターを使い検査しました。

しかし、昨年の経験をすっかり忘れてしまって

いて、最初は少し戸惑いました。来年はもう少

ししっかり検査ができるよう覚えておきたいと

思っています。 

・子どもたちが安心して遊べる川、外来種のブル

ーギルやブラックバスでなく、日本古来の魚が

いつまでも生息する川になって欲しい。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 水質検査の準備  一般持込による水質チェック 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 水質検査ボランティアに指導  京都新聞取材インタビュー 
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15. 広野中学校水質出前授業 ・平成 24 年 10 月 22 日(月) 
活 動 名 広野中学校科学部と名木川水質チェック出前授業 

活動分野 啓発その他 

氏  名 山田信人（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 22 日(月) 16：00～17：10 

実施場所 宇治市立広野中学校～名木川現地 

京都府宇治市広野町尖山 3 

 
河川レンジャー作成の採水地点図(当日は学校周辺 3 地点について実施) 

参加人数 参加総数 8 名  

 一般参加者 7 名 教師 2 名、科学部生徒 5 名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

16:00 開始、水質検査の器材準備 

16:25 現地採水(名木川 3 地点に 3 班で実施) 

スケジュ

ール 

16:45 三班に分かれて水質チェックの手順確認 

 16:55 水質試験パックに注水作業 

 17:00 PH 計による測定 

 17:00 水質結果の色評価、17:10 終了 

配付資料 水質調査表（グループごと） 

関係機関からの 

支援内容 

木津川出張所…パックテスト提供 

やましろ里山の会…ｐＨ計の貸し出し 

準 備 
水質調査の事前学習会の実施、事前の下見の実施、事前のクラブ採水地点(上流 3

地点)下見指導、パックテストなど水質調査器具等の準備 

当 日 上流 3地点の採水と水質調査指導 
河川レン

ジャーの

活動内容 
事 後 

下流 3 地点は 10 月 26 日に測定指導。その後、約月 2 回のペースで名木川水質調

査のまとめを指導。冬休み中の 12 月 25 日には、下流３地点の生物調査を兼ねて

の観察会。現在 3月 24 日の宇治環境フェスタに出展できるよう進めている。 

参加者からの意見 

2 回の水質調査と冬の下流観察会を終えての感想を書いてもらいました。
・身近である川がこんなに汚れているとわかり、驚いた。また、環境問題を考え
 るきっかけになった。底が土である、などということが水質にとても影響する
 ことに驚いた。  
・名木川でいろんな生物がいるので驚いた。非常に汚れているのがよくわかった。
 将来きれいになったら、すぐさま 遊びにいきたい！  
・この調査をして学んだことは、全体的に川がきたないということです。初めて、
 パックテストをしたことも、学べたと思います。あんなことができるのは、ク
 ラブの中で科学クラブだけだと思います。この水質調査ができて、よかったと
 思います。いっぱい学べました。  
・名木川や中島川にいる水生昆虫は、意外と種類が豊富であった。プラナリアは
 日本固有のものでは無く、外来種だと考えられる。今後も調査を続けたい。  
・パックテストをして、名木川はきたないということがわかった。そして汚れは、
 場所によって違うことも分かった。下流を見に行って、変化があったのは大久
 保イオン前で、砂などがあった。その前までは、コンクリートの三面張りだっ
 たのに、大久保イオンからは砂などがあったことが分かった。  
・川というのは、下流へ行くほど生活排水などたくさん流れ込んで汚くな
 ると思っていました。しかし、名木川は大久保イオンの辺りから川底が
 土になって、それだけでも水が浄化され、魚や鳥などの生物にとっても
 住みやすい場所になることを知って驚きました。 
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 現地採水(名木川 3 地点に 3 班で実施)  三班に分かれて水質チェックの手順確認 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 水質試験パックに注水作業  水質結果の色評価 
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16. 山田川水ウオッチング ・平成 24 年 12 月 2 日(日) 
活 動 名 第 4回山田川水ウオッチング 

活動分野 環境保全・自然観察 

氏  名 山田信人（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 12 月 2 日(日) 9：40～12：15 

実施場所 木津川市加茂町柘榴集会所～山田川周辺 

木津川市加茂町大畑柘榴谷 

参加人数 参加総数 18 名  

 参加者 12 名 大人 11 名、子ども 1名 

 スタッフ 1 名 やましろ里山の会伊藤千恵子氏 

 連携団体関係者 3 名 精華町環境ネットワーク事務局 

 淀川河川事務所 1 名 木津川出張所 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

9:40 開始、精華町環境ネットワーク事務局長からコメント 

10:10 山田川ウオッチングの開始 

スケジュ

ール 

10:15 権谷川合流点確認 

 10:20 植物観察、山田川の環境について説明 

 10:35 地元の神主に話を聞く 

 11:25 講師スタッフとホトケノザを確認 

 11:45 柘榴集会所にて山田川の水質チェック 

 12:00 水質の色評価 

 12:15 河川レンジャーによる総評、終了 

配付資料 

山田川とその支流乾谷川の水質汚染について(レジュメ：河川レンジャー作成)、山

田川の冬の水質を調べましょう(調査記入用紙：河川レンジャー作成)、アンケート

用紙、河川レンジャーNews、河床低下による河川環境劣化の現状と対策の提案(告知

パンフ)、京都環境フェスティバル(告知パンフ) 

関係機関からの 

支援内容 

・木津川出張所（チラシ・資料等の印刷、パックテスト等提供、運搬のための車送

迎）・精華町柘榴区（集会所使用許可・チラシ掲示 他） ・やましろ里山の会（水

質調査器具貸与、スタッフ協力 他） 

準 備 

 チラシの作成と配布、河川レンジャーのホームページへの掲載依頼、精華

町の関係機関訪問、会場の申込依頼、コースの下見、配布用の各種資料の作

成、新聞への掲載依頼 

当 日 

 当日朝の水採取(5 地点)、柘榴流域(一部上流生駒市含む)の観察指導、柘

榴集会所でのパックテストによる水質調査指導と結果のまとめ、帰宅途中で

山田川最下流地点の採水、自宅でのユニメーターによるより精度の高い水質

調査 

河川レン

ジャーの

活 動 内

容 

事 後 
ユニメーターによる水質調査の分析とまとめ、その分析内容を中心にしたレポート

の作成と参加者への配布。（メールや郵送で） 

参加者からの意見 

 当日書いていただいたアンケートには、「野鳥や水生生物、植物等楽しく

歩けることをたくさんの人に知ってもらいたい。又、生き物（外来種）を飼

いきれず、川に放たれることもあると聞きましたが、在来種を守って欲しい

と思いました。」「見た目にはきれいに見える水も、調査をするとけっこう

汚れていることが分かり、調査することの大切さがわかりました。」「野鳥

がいる川。草花が多い。ゴミをすてている人があるようなので問題である。」

「地域の人が

憩える場所に

して欲しい。」

といった声が

ありました。 

（左は、精華

町広報誌の活

動募集記事。） 
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 山田川の環境について説明  講師スタッフと植物（ホトケノザ）を確認 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 水温チェックつづいてパックテスト  河川レンジャーによる総評 
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○田中河川レンジャー活動報告（下半期） 
 

17. 平成 24 年度 活動とテ－マと目的  
17.1  活動テーマと活動分野  

木津川出張所管内を活動エリアとする 田中河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、

１２の活動を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 活動目的 

河川の環境保全を図る活

動 

活動1    川の自然観察会…野鳥 

活動2    木津川クリーンアップ 

 (共同) 

活動3    イベント併設10分間 

クリーンアップ 

（活動１に併設）

活動4  近畿子供の水辺交流会発表

のための山城大橋ワンド継

続調査（生き物、地形、水

質） 

・自然観察会を実施することにより、木

津川の豊かな自然環境を実感し、次世代

へ継承することの重要性を学び伝えてい

きたい。 

・「イベント併設10分間クリーンアップ」

は、自然観察会で木津川に来た方々にゴ

ミ問題に気づいていただきゴミのポイ捨

てを許さない気持ちを持っていただくた

め、自然観察会に併設して実施する。 

・木津川管内河川レンジャーの川の活動

に参加する子ども達で、近畿「子どもの

水辺交流会」に参加しています。「木津川

は、川ガキたちの遊び場だ！」のテーマ

のもと、元気に木津川での水辺活動をア

ピールします。 

防災・救援・救難の推進

を図る活動 

活動5    親子水辺の安全講習会 

出前講座 

・川で遊べる好ましい環境ではあるが、

他方で常に水難事故の危険をはらんでい

る川であるともいえる。川で、水難事故

に遭わないためには、川から離れるので

はなく、川の危険個所や身の守り方につ

いて、自ら学ぶ必要がある。そこで河川

レンジャーとして、「親子水辺の安全講習

会」を実施し、川での危機管理意識を高

め、自信と責任を持って川に入れる人を

増やす。 

 

 

 

 

 

 

大好きな木津川だから、より多くに人に「来てほしい」「知ってほしい」「好きになってほ

しい」。そのために地域と行政と連携・協力しながらともに汗を流し、木津川の川環境をま

もりたい。木津川のすばらしさをより多くの人に発信したい。また今年度は木津川で起き

ている河床低下の現状を把握し、これからの「いい川づくり」につなげたいです。

活動テーマ 
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活動分野 活動名 活動目的 

河川に係わる歴史・文化

の普及・啓発活動 

活動6  川の構造物見学会 

（流れ橋工事現場見学会、 

その他随時） 

活動7  上流域との交流  

木津川源流探検 

活動8  木津川展 (共同) 

活動9  木津川マラソン 

河川レンジャー展（共同）

 

 

活動10  近畿子どもの水辺交流会 

での発表 

・樋門や排水機場など、見慣れている構造物で

あるが、どんな目的で作られているのか詳しい

ことは一般には知られていない。目的、役割を

知ることにより、災害に対する意識を高め、水

の恵みを享受できる仕組みを学ぶ。 

・過去、木津川は三重県の上流部に甚大

な被害も出ており下流部の京都府南部や

大阪平野の洪水被害をも防いでいる。こ

のことを下流の我々はもっと学ぶ観点か

ら、上流域との交流を行う。 

・近畿「子どもの水辺」交流会は、「身近

な水辺活動を広く発信し、『水辺』への関

心、上下流、・府県間など『水辺』に関わ

る子供たちの交流を深め、水辺活動の継

続・広がり、地域ぐるみで共につくり、

守り、育てる水辺づくりを目指す」こと

を目的とする。 

行政と住民のコーディネ

イト 

活動11  木津川沿川活動団体交流会

(共同

) 

木津川とその支流流域で、昔のように綺麗で

自然豊かな河川環境を取り戻す活動を行ってい

る団体が集まり、木津川の現状と課題を学び、

生物が多様に生育できる木津川の川づくりに向

けた取組について考え、相互の理解を深め、交

流する機会を設けるために交流会を実施する。

川づくりまちづくりへの

参画活動 

活動12   木津川の河床低下モニタ 

リング・ヒアリング調査 

・近年、木津川のどの地点でどのような河床低

下が起こっているのか、昔と今ではどう違うの

か、それによって環境や利水にどのような影響

が出ているのか、モニタリングやヒアリングを

おこないデータを収集し、それを蓄積して分析

することにより、木津川沿川で様々な視点で川

や砂を見てきた人々とつながり、木津川をいい

川にするきっかけを探す。 
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18. わんど継続調査 ・平成 24 年 10 月 8 日(木) 
活 動 名 わんど継続調査 

活動分野 自然観察 

氏  名 田中実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 8 日(木) 13：00～16：00 

実施場所 山城大橋 

 
 

参加人数 参加総数 14 名  

 参加者 10 名 大人 2 名、子ども 8 名 

 スタッフ 3 名 長谷川氏、矢放氏、都留氏 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

13:00 開会 

13:20 ライフジャケットの装着 

スケジュ

ール 

13:35 本川からの流入口の確認 

 13:40 魚採りの開始 

 14:35 流入水路の魚採り 

 15:10 本川に合流する地点の砂洲で河床の変化状況の説明 

 15:25 魚合わせ(出現種の確認) 

 16:00 後片付けと閉会 

配付資料 特になし 

関係機関からの 

支援内容 

ライフジャケット貸与 

準 備 ライフジャケット手配、下見 

当 日 
ライフジャケット着用指導、ワンドの地形変化調査、生き物調査、参加者の安全

確保、砂の中を流れる水「伏流」を体感 

河川レン

ジャーの

活動内容 
事 後 「水辺ニュース」22 号にて調査結果の公開、感想まとめ 

参加者からの意見 

●今日 木津川のワンドと本流の壁の穴を見ると、夏に５ｍ位だった穴

が８ｍ位になっていた。いる魚の種類が、変わっていた。ほかに川底

が前回とくらべて､やわらかい。歩くとモアモアと濁る。ワンドの中に

水の速い流れができた 

●ヨシノボリがすごく増えていた。本流から環境が気にいって入った

のだと思う。他の魚の数が少なかった。ワンドのふちの草が減ってい

た。 

●砂の上にいつもと違って突然足が深く入ってしまう場所が出来てい

て、ぼくの足がひざくらいまではまって大変だった。ワンドの形だけ

でなく、砂の性質も変わっていた事を身をもって知りました。 

 

 8 月、山城大橋ワンドも本流との間をへだてていた壁が崩れ、9月にはさら

に壁の穴が大きくなった。この大きな地形変化がワンドの環境にどの様な影

響を与えたのか確認した。それにともない、ワンドの生き物も様変わりして

いるのを指摘してくれた子どもが多かった。 

 「水辺」の継続調査では、木津川のダイナミックな環境変化を「生

きた教材」として、リアルタイムで親子で目撃しています。 

 



32 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 ライフジャケットの装着  本川からの流入口の確認 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 流入水路の魚採り  
本川に合流する地点の砂洲で河床の変化状

況の説明 
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19. 開橋わんど調査 ・平成 24 年 10 月 20 日(土) 
活 動 名 開橋わんど調査 

活動分野 自然観察 

氏  名 田中実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 20 日(土) 13：30～17：00 

実施場所 開橋下流右岸 

 
 

参加人数 参加総数 7 名  

 一般参加者 4 名 子ども 4 名 

 スタッフ 2 名 原氏、長谷川氏 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

13:30 開始 

13:40 魚採り開始 

スケジュ

ール 

13:50 砂洲の発達の観察 

 13:55 網によるよる魚採り 

 15:35 上流に入って魚採り 

 16:50 魚合わせ(出現種の確認) 

 17:00 終了 

配付資料 特になし 

関係機関からの 

支援内容 

ライフジャケット貸与 

準 備 ライフジャケット手配、現地下見（10月 14 日） 

当 日 
ライフジャケット着用指導、開橋右岸の地形変化調査と周辺探検、生き物調査（ガ

サガサ、スタッフ原氏による投網）、参加者の安全確保 

河川レン

ジャーの

活動内容 
事 後 「水辺ニュース」23 号にて調査結果の公開、感想まとめ 

参加者からの意見 

 子どもたちの中で、開橋右岸が魚とりに適した場所になっているのを一番

に見つけ、探検したいと言ったしんくん「秋に橋の上を車で通っていて、左

岸が本流になり岸が削れ、それまで本流だった右岸に砂洲ができていた。き

っと魚とりできると思っていた。やっぱりや！」 

 「もっと水のきれいな上流にいると思っていたカジカの稚魚が捕獲できた。

調べてみてカジカは上流で産卵、孵化して幼魚が海まで下りながら成長する

事を知った。カジカがいるなんて木津川はいい環境なんだなあ」 

 

 木津川は、日本でも有数の砂の川。そしてここ 2 年のうちに、砂が大きく

動き、砂洲が消えたり生まれたりし、また本流の場所もあちこちで移動して

いる。 

 いつも継続調査をしている山城大橋ワンドは、本流との壁が一部崩れた。

 ここ開橋では 3 年ほど前からじょじょに本流の流れが右岸から左岸に移動

していたが、今年夏～秋に完全に左岸にうつり、左岸は浸食され右岸には砂

がたまった。これまで安全に川に入れるのは左岸であったが、それも逆にな

った。 

 何より嬉しかったのは、水辺活動をする子どもが、自分で川の流況の変化

に気づき、積極的に調査をしたいと言ってくれた事。いつも遊びながら川に

親しんでいる中で、子どもなりに川を見る目が育っているのを頼もしく感じ

た。 



34 

 「木津川は、水と一緒に砂も流れる川」であるから、変化するのも当たり

前。変化できるダイナミズムがまだ木津川は健在であることを認識しながら、

環境を守る事を話し合っていった。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 魚採り開始  網による魚採り 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 上流に入って魚採り  魚合わせ(出現種の確認) 
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20. 城南衛生管理組合「環境まつり」  ・平成 24 年 10 月 28 日(日) 
活 動 名 城南衛生管理組合「環境まつり」河川レンジャーブース出展 

活動分野 啓発その他 

氏  名 田中実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 10 月 28 日(日) 当日雨天中止 

実施場所 洛南浄化センター グランド 

京都府八幡市八幡沢 1番地 

参加人数 参加総数 なし  

 スタッフ 1 名 伏見の淡水魚を守る会 久乗氏 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

 当日雨天中止 

配付資料 特になし 

関係機関からの 

支援内容 

展示ブース用テント、ついたて、机、いす、電源手配(主催者) 

河川レンジャーNews 手配、展示パネル印刷（木津川出張所） 

子ども体験工作材料手配、展示パネル手配（河川レンジャー事務局） 

水性生物展示一式準備（伏見の淡水魚を守る会 久乗氏） 

準 備 
河川レンジャー事務局、久乗氏展示内容打合せ 

展示ブース設営、展示準備、工作準備、水成生物展示準備 

当 日 
雨天のため中止連絡が主催者より早朝あった 

撤収作業 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 報告作成 

参加者からの意見 

 昨年運営委員の谷口氏のご紹介で、はじめて出展。 

 今年は天候にめぐまれず雨天中止となった。開催場所が野球グランドで

あり、雨天に運営が不可能であるのは仕方ない事である。が、協力してく

ださっているスタッフ、河川レンジャー事務局には申し訳ない思いです。

 この城南衛生管理組合「環境まつり」は、衛生事業を展開されている山

城地域全域からの集客があり、河川環境の保全を訴えるにも河川レンジャ

ーの紹介をするにも効果的なイベントである。来年以降も出展の意思があ

る事を主催者にお伝えした。 
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21. 秋の野鳥観察会 ・平成 24 年 11 月 23 日(金・祝) 
活 動 名 秋の野鳥観察会 

活動分野 自然観察 

氏  名 田中 実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 11 月 23 日(金・祝) 9：00～12：15 

実施場所 木津川管内流域センター（京都府木津川市北河原）、木津川右岸・開橋上流部河川敷 

 
 

参加人数 参加総数 28 名  

 参加者 25 名 大人 21 名、子ども 4名 

 
講師 1 名

植田光弘 氏 

（自然体験活動推進協議会インストラクター） 

 スタッフ 1 名 山田河川レンジャー 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

9:00 開始（活動趣旨・行程説明、講師紹介と挨拶） 

9:20 観察機器の使用説明（フィールドスコープ） 

スケジュ

ール 

9:30 観察開始 

 11:40 観察終了、木津川流域センターに移動 

 12:00 観察種の確認（鳥あわせ）と木津川の概況について解説 

 12:15 終了 

配付資料 
しおり（当日の行程表）、野鳥観察リスト、河川レンジャーNews22 号、 

活動案内（12/2 山田河川レンジャー活動、12/8.9 京都環境フェスティバル） 

関係機関からの 

支援内容 

チラシ印刷、河川レンジャー旗、河川レンジャーNews 手配（木津川出張所） 

フィールドスコープ貸与（やましろ里山の会） 

準 備 チラシ配布等広報活動、新聞掲載お願い、現地下見（木津川出張所清水係長と）

当 日 

会場設営、活動実施、 

・河川敷に向けて移動しながら、適宜講師の解説を交えて野鳥を中心に自然観察

・12/8.9 の京都環境フェスティバルに向けた工作用の河川敷の石採取 

後片付け 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 報告書作成 

参加者からの意見 

「楽しく参加させて戴きました。これほどの多種類の鳥がいるのにはびっ

くりしました」 

「多数野鳥が見れて素晴らしかったのですが、最後にノスリを間近で見れ

て感動しました。また会いたいです」 

「初めて見られた鳥も色々いたので楽しかった。説明がわかりやすかった」

「小さい時から見ている川なので、自然のままの姿で守りたいです。開発

は進めないでほしい。ゴミが多いのが気になります」 

「大阪では護岸工事などで河川の自然がなくなっているので、木津川は残

していってほしいと思う。」 

 

 今年度、私の「川の自然観察会 秋の野鳥観察会」は、木津川流域セン

ター右岸上流の河川敷で季節ごとに定点観測をし、どの季節にどの環境下

で、どんな野鳥が見られたかを年間通して記録していく事を目的に開催し



37 

ている。その 3 回目です。 

 高水敷の道を通って河原に出るが、今回下見で、大川樋門から下流右岸

の洗掘が今年夏以降さらに下流の当観察場所にまで進んでいて危険箇所が

あることがわかったため、安全な別ルートを探して設定した。 

低水敷も今年夏の出水以前は大きなタマリであった所に、大量の流れが入

り下流からは流れ出て、分流となっている。 

 大きな環境変化と、雨模様の観察会であったが 27 種の野鳥が観察でき

た。ノスリ、カワセミ、猛禽、カワアイサなども観察でき、木津川の自然

の底力を感じた観察会であった。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 観察機器の使用説明  資料を交えた観察種の解説 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 野鳥観察  木津川の概況について解説 
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22. 講演「木津川今昔」  ・平成 25 年 1 月 10 日(木) 
活 動 名 講演「木津川今昔」～木津川について、お話します。皆様のお話もお聞かせください～ 

活動分野 啓発その他 

氏  名 田中実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 25 年 1月 10 日(木) 10：55～12：10 

実施場所 奈島集会所 城陽市奈島久保野 5−1 

参加人数 参加総数 71 名  

 参加者 70 名 大人 70 名(主催：奈島笑顔会) 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

10:55 開始・主催者開会コメント 

11:05 河川レンジャーの説明 

スケジュ

ール 

11:40 参加者から質疑 

 12:10 主催者閉会コメント・終了 

配付資料 
「木津川今昔」(レジュメ：河川レンジャー作成)、木津川沿川活動団体交流会、

アンケート用紙、河川レンジャーNews 

関係機関からの 

支援内容 

配布資料印刷、河川レンジャーNews 手配（木津川出張所） 

プロジェクター貸与（やましろ里山の会） 

会場用意（奈島笑顔会） 

準 備 講演用パワーポイント作成、配布資料作成、 

当 日 奈島老人会例会の中で「木津川今昔」講演 

河川レン

ジャーの

活動内容 事 後 アンケート集計 報告作成 

参加者からの意見 

●河床低下の話がよかったと思います。以前は川の水を飲んだ記憶があり

ます。昭和 16 年生まれの男 

●奈島の田んぼでは、3～4ｍの筒を刺すと水が勢いよく噴き出た。山城大

橋がかかるより前の渡しの時代の話。山城大橋がかかった頃から、砂浜が

減って草木がはえだし、地下水も減った。 

●関電の鉄塔のコンクリの 4 本の足の部分、現在は地上 3m 以上で丸くな

っている最上部を見ることができないが、B29 が墜落した頃は砂浜の中に

50～60ｃｍの高さで、子どもの頃よく鉄塔に登って遊んだ。 

●河川レンジャーの活動を余り知りませんでした。暖かくなったら孫をと

水色のバッタをさがしてみたいです。良い話をありがとうございました。

●大正時代、十六の浜に大阪から船が入って来ていたという話を聞いた事

があります。国道の下の田んぼ今も倉の下と言っています。沢山の倉があ

って、大阪から加茂、木津川市迄船がゆききしていて我が家もお米を大阪

に出して帰りには海産物をしいれて来て両方のあきないをしていた。 

●昔は田辺駅まで行くには渡し舟で行きました。子どもの頃には美しい水

で、私はよく泳ぎました。魚もたくさんいました。私は昭和 9 年に生まれ、

16 年に青谷小学校入学、31 年に奈島に嫁入りに来ましたので色々思い出

があります。今日は現在のお話、有がとう御座居ました。 

(河川レンジャーから) 

 最初「奈島老人会」で河床低下など現在の木津川の話をしてほしい、と

依頼があった時にはびっくりした。奈島といえば、木津川山城大橋右岸で

耕作権を持つ方が多くいられる地域で、木津川の歴史を見て来られた方々。

 私の拙い知識でお教えする事はできないであろう、と、一方的な講義で

はなく、双方向で木津川の昔と現在の比較を話合っていく講座運営にした。

 人生の大先輩のお話は大変興味深く、今後もっと取材して貴重な昔の記

録を聞きとる必要を感じた。今後とも地元地域としてお付き合いしていき

たいと思った。 
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 会場奈島集会所  会場全景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 河川レンジャーの説明  参加者から質疑 
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○木津川管内河川レンジャー協働活動 
 

23.  木津川上流散策路フォトウオ－ク活動 ・平成 24 年 11 月 16 日(金) 
活 動 名 木津川上流散策路フォトウオ－ク 

活動分野 水利用等 

氏  名 山村 武正・山田信人（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 11 月 16 日(金) 10：00～16：00 

実施場所 JR 笠置駅～木津川流域散策～JR 伊賀上野駅 

 
参加人数 参加総数 41 名  

 一般参加者 25 名  

 スタッフ 1 名 柴垣河川レンジャー－ 

 近畿地方整備局等 12 名  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

10:00 JR 笠置駅前集合・開始 

 木津川左岸沿い散策 

スケジュ

ール 

12:00 東部集会所前到着 

 12:20 やまなみホ－ル付近川辺で昼食休憩 

 13:00 高山ダムへバスにて移動 

 13:20 高山ダムの内部を見学 

 14:50 岩倉峡公園にて散策 

 16:00 JR 伊賀上野駅前にて解散・終了 

配付資料 河川レンジャーNews 

関係機関からの 

支援内容 

木津川出張所…河川レンジャーNews 提供、近畿地方整備局担当者との打合会場の

提供 

準 備 

・河川レンジャー事務局との打合せ(活動の位置づけなど)、近畿地方整備局担当

者含めた打合せ 

・説明場所 カヌーの発祥の地について調べる 

当 日 

・笠置駅で集合 木津川堤にてカヌーについてお話をする 

・河川レンジャーからの活動の説明や紹介、主に、笠置から南山城村やまなみホ

ールまでの散策路ガイド。バス移動中に木津川等のお話。 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 
・本当は正月堂に足を延ばし山城大水害の被害のすごさを学んでほしかった。 

朝日新聞の記者に会い モミジと甌穴について深めた 

参加者からの意見 

・毎度この企画を楽しみにしている  

・これまでに 2 回参加した 今回もこれだけ内容が豊富なハイキングは素晴らし

い。木津川にあの異様なつり橋があるなんて全く知らなかった。 

・河川レンジャーとしては、特にアンケートを採っていないが、「木津川は、淀川

と比べ自然に恵まれた河川で、本当にうらやましい。」という声を聞いた。また、

散策路の笠置から上流に多くの人間の歴史が刻まれていることも、参加者にと

っては大きな魅力となっていた。 
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 木津川管内 山田河川レンジャーの挨拶  参加者、布目川沿い散策 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
木津川潜没橋付近の河川レンジャー

－による案内・説明 
 やまなみホ－ル到着後、案内・説明 
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24. 京大研究発表会連携  ・平成 24 年 12 月 15 日(土) 
活 動 名 木津川管内河川レンジャー京都大学キャップストーンプロジェクト連携活動 公開研究発表会

活動分野 啓発その他 

氏 名 山村武正、福井波恵、山田信人、田中実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 12 月 15 日(土) 12：30～17：45 

実施場所 京田辺市立中央公民館 京田辺市田辺丸山 214 

参加人数 参加総数 63 名  

 参加者 34 名 大人 33 名、子ども 1名 

 スタッフ 1 名 やましろ里山の会大村理事、 

 

連携団体関係者 13 名 

京都大学キャップストーンプロジェクト角 哲也教授､  

竹門康弘准教授､鈴木辰彦氏､松本理佐氏､福田翔平氏､田

中皓介氏､寺田匡徳氏､崔 美景氏(以上研究院生)､他 5 名 

 
行政関係者 14 名 

淀川河川事務所6名､木津川出張所1名､木津川上流河川事務所4

名､上流ダム管理関係者 3名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

12:30 開始・会場準備 

13:00 開会、角教授総合司会の研究発表会 

スケジュ

ール 

13:15 第一回発表開始(以降第七回まで) 

 13:45 第一回質疑応答(以降第七回まで) 

 17:00 総合討論 

 17:45 終了 

配付資料 

発表内容資料(京大作成)、大川樋門付近の木津川の変化資料、木津川ワークショップ

だより(以上福井河川レンジャー作成)、木津川沿川活動団体交流会(告知チラシ)、 

河床低下新聞記事(田中河川レンジャー作成)、イタセンパラ成魚確認記事(京都・読

売新聞)、外来種ワースト 100 説明会(告知チラシ)、河川レンジャーNews 

関係機関からの 

支援内容 

広報用チラシ作成（京大作成）、チラシ印刷、河川レンジャーNews 手配（木津川出張

所） 

準 備 
会場確保（田中河川レンジャー）、広報活動（チラシ、チラシデータを各河川レンジ

ャーが関係各所に配布送信） 

当 日 

会場準備、エントランス・会場タイトル看板設置（山村河川レンジャー）、受付、総

合討論司会(田中河川レンジャー)、写真撮影、アンケート実施、当日の会場受け入れ

関連全般を木津川管内河川レンジャー4名全員で担当 

河 川

レンジ

ャ ー

の 活

動 内

容 事 後 アンケート集計、写真提供（山村河川レンジャー） 

参加者からの意見 

(参加者より) 

 「学生の皆さまの熱心な発表を聞き、自分も一緒になって考えることができました。

新しい試みの提案が実現できることを願います」「たまりと植生の関係は、成るほど

と納得がいくものでしたが、具体的に評価する方法への進展を期待します。」「上流管

内での河床低下は大きな問題と肌で感じることはできませんが、植生域の増加や植物

自体の大型化も目立ってきており、治水と言う意味でも問題だと思います。今回の研

究発表では笠置以降の下流域だけでしたが、ダムのない木津川上位流域も比較しても

らい、人と生物が共存できる状態を目指して下さい。」「いずれの発表も重要性が感じ

られ興味深かった。生態系及び生物多様性に配慮した河川管理とその有効利用を進め

る上で、重要な視点が示され大いに参考となった。今後の進展に期待したい。」「若い

研究者が分析機器や新しいノウハウを使って 河床低下や溜まりの生成を研究してく

れるのは 心強いことです。樹木や植被率とタマリ形成の視点をもっとすべきだと 個

人的に思いました。」「若い研究者の方々による考察は興味深く聞かせていただきまし

た。 

 その中で、まさに木津川の沿川に住み誰よりも長く木津川を見てこられた地域の方々

のコメントを聞かれたと思います。 

 「本日を一つの機会として継続的に研究を進めてよりよい木津川づくりに活かして

いただきたいと思います。」「発表後の角先生の補足説明があってよかった。 良い企

画なので学生の参加者も増やして欲しい。 現場の実体験談と研究でのデータ知見発

表をミックスして、理解を深められる内容を次回に期待したい。」「河床低下による河

川環境委劣化の現状と対策案について発表順も、考慮されて、解りやすい説明でよく

理解できました。竹門先生が発表された木津川の河床地形管理が具現化され、適正な

環境が維持されることを期待しています。」「大学院生の発表の場と、河川レンジャー
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やＮＰＯやましろ里山の会、国交省と各組織の連携により興味ある話が聞けました。」

(京大発表者より） 

「木津川とゆかりのある地元住民の方々に、自分の発表に対する意見を様々な視点か

ら戴いて、とても勉強になりました。」 

「木津川を守りたい、より良くしていきたいという強いモチベーションをもった方々

がこんなにもいるという事に正直驚きました。僕らの拙い発表に対して真剣に耳を傾

けて頂き、尽きることのない質問に、僕らのしてきた事は、こんなにも有意義で、人々

の関心を集めるものかと感動さえする気持ちです。研究や勉学において、又、何かを

主張する際(この場合、木津川の保全、特に河床低下への問題提起)に人と人との交流

が、いかに大切であるかを肌で感じることができました。というのも、そのことに対

して、熱意がある人がいるという事を知ることができるし、煮詰まってしまうような

考えも、新しい側面からの意見によって深い理解や、さらなる展開へと繋がってゆく

からです。」 

「多様な参加者による様々な議論の中で、特に、頭でっかちになりがちな研究者の立

場と、地域住民の立場と、それぞれの立場による意見が聞けて、木津川の河川環境を

考える上で、とっても有意義な場であったと思います。」           

「参加者の河川(特に木津川)に関する深い知識に驚きました。非常に本質を突いた質

問も多く、今後の研究に生かせるものでした。 ありがとうございました。」 

(河川レンジャーから) 

 昨年度 1 月の河川レンジャー活動である「木津川沿い川活動団体交流会」で基調講

演をお願いした京大防災研の角教授の依頼により、6 月キャップストーンプロジェク

トのゼミ授業に田中河川レンジャーが講義協力し、そのゼミ研究成果発表を河川行政

関係者と地元住民に向けておこなう今回の公開発表会には木津川管内河川レンジャー

全員が協力した。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 角教授総合司会の研究発表会  会場全景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 発表者は鈴木辰彦氏ほか 6名  総合討論での司会河川レンジャーと竹門准教授 
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25. 木津川沿川活動団体交流会 ・平成 24 年 1 月 19 日(土) 
活 動 名 木津川沿川活動団体活動交流会 

活動分野 ・啓発その他 

氏  名 山村武正、福井波恵、山田信人、田中実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 24 年 1月 19 日(土) 13：00～16：50 

実施場所 京田辺市中部住民センター 京田辺市草内美泥 22−2 

参加人数 参加総数 25 名  

 参加者 17 名 大人 16 名、子ども 1名 

 
講師 1 名

村上興正(おきまさ)氏(淀川環境委員会委員、淀川外来種

影響・対策 WG リーダー) 

 新聞社 2 名 京都新聞社、朝日新聞社 

 京都府職員 1 名 山城北土木事務所 

 運営会議委員 2 名 木津川市松下委員、城陽市嶋本委員 

 淀川河川事務所 1 名 高山ダム所長 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

13:00 開始・展示物の掲示 

13:40 河川レンジャー進行による交流会の開会 

スケジュ

ール 

13:45 やましろ里山の会理事長のコメント 

 13:55 講師による講演の開始 

 15:50 河川レンジャーによる掲示物の説明 

 15:50 講師への質疑開始 

 16:40 参加団体から活動報告 

 16:45 河川レンジャーから締めくくり 

 16:50 終了あいさつ 

配付資料 

木津川はいかにあるべきか(講師作成資料)、木津川・山城大橋ワンドの変化(河川

レンジャー作成)、山城大橋親水公園プラン(2012 木津川ワークショップまとめ：河

川レンジャー作成)、木津川展(告知チラシ)、アンケート用紙、当日分担と進行用

メモ 

関係機関からの 

支援内容 

木津川出張所…自治体等への後援申請の郵送、チラシ・アンケート・資料等

印刷、運営委員・流域団体への案内郵送 

やましろ里山の会…当日の受付・準備スタッフ・プロジェクター借用 

準 備 

企画作り、講師の依頼と打合せ、自治体等への後援申請、チラシ・アンケー

ト用紙作成と印刷依頼、当日資料の印刷依頼、受付用紙の準備、進行プログ

ラムの検討と作成、展示物の準備、会場案内の作成・掲示 

当 日 
会場準備、展示物の掲示、会場案内の掲示、当日の司会や記録、まとめ挨拶、

会場片付け 

河川レン

ジャーの

活動内容 

事 後 参加者名簿の整理、アンケートのまとめ、総括と今後の課題の話し合いとまとめ 

参加者からの意見 

・木津川の現状はもっと悪いものだと思っていたので、今回の話を聞いてま

だなんとかなるかもしれない、可能であれば保全活動に参加していきたい

と思いました。 ・大変よかったです。今後も参加したいと考えます。 

・木津川が川としてのダイナミズムをまだ保持している河川環境であるとう

かがい、なおさら木津川の保全を早急にしていきたいと思いました。 

・木津川（淀川）の自然環境の捉え方について、勉強になりました。 

・淀川などの他の河川との違いがよく理解できた。 

・小学校での風土の勉強（授業）で行ってはどうでしょうか？意識付けが大

切では。   

・飲める水の復活を図るプランづくり（水質浄化） 

・土砂還元の現実化（淀川全体としての方針と実施） 

・人の親水活動（レジャー含む）が少なくなってきている。生活が自然から

離れている現状から見直す事が必要。忙しすぎるのでは？日頃御苦労様で

す。ありがとうございました。 

・泳いだり、漁業がおこなえる川になれば良いと思います。 

・外来種駆除の大切さ。木津川を守っていく。 

・もっと時間がとれるとうれしかったです。(交流) 
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 河川レンジャー進行による交流会の開始  講師による講演の開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 参加者からの質疑  参加団体から活動報告 

 朝日新聞 1 月 16 日付 

 
 

 

 

 



46 

 

○河川レンジャーおよびアドバイザー連携活動報告 
 

26. 京都環境フェスティバル 2012・平成 24 年 12 月 8 日(土)～9 日（日）  
活 動 名 京都環境フェスティバル 2012 

活動分野 河川美化啓発その他・広報 

氏  名 京都府域出張所管内 福井河川レンジャー、山田河川レンジャー、西岡河川レンジャー、坂本

河川レンジャーアドバイザー、田子河川レンジャーアドバイザー、仁枝河川レンジャーアドバ

イザー、 

活動日時 平成 24 年 12 月 8 日(土)～12 月 9 日（日） 9：00～17：00 

実施場所 京都パルスプラザ 

京都市伏見区竹田鳥羽殿町５ 

参加人数 参加総数 318 名  

 参加者 300 名  

 淀川河川事務所 13 名 淀川河川事務所、各出張所 

 河川レンジャー運営事務局 5 名  

  

  

スケジュ

ール 

9:00 スタッフ集合（京都パルスプラザ出展ブース） 

1 日目 10:00 開始、京都環境フェスタ開催 

 16:00 閉会・終了、片づけ 

 17:00 解散 

   

2 日目 9:30 スタッフ集合（京都パルスプラザ出展ブース） 

 10:00 開始、京都環境フェスタ開催 

 13:30 ワークショップ開始 

 14:00 ワークショップ終了 

 16:00 閉会・終了、片づけ 

 17:00 解散 

配付資料 

・第 6回桂川クリーン大作戦参加案内パンフレット 

・河川レンジャーＮｅｗｓ22 号 

・淀川資料館 企画展「回想 昭和二十八年の大水害」案内 

・西岡河川レンジャー活動「にんぎょうげき＆ミニコント」案内 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所から第６回桂川クリーン大作戦のパンフレット印刷支援。 

・淀川河川事務所・・・準備物の搬入(水槽、魚、ポリタンク) 

・河川レンジャー事務局・・・水槽セット一式 魚用の水準備 

・上流域流域センター：木津川・宇治川・桂川の生物写真の印刷とパウチ 

・机、椅子、紙、ハサミの提供 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

・桂川の紹介写真展示 

・パンフレッと作成打ち合わせ。 

・パンフレッ作成資料収集。 

・印刷のための内容及び文書等のレイアウト及び校正。 

・配布先リスト作成等配布準備。 

・ポリタンク 4  ( 水槽用の水作り) 延長コード 敷布 バケツ・水槽一式 

サカナ(7 種類) スッポンを各バケツ、水槽に入れる魚説明カード 

・京都府域出張所管内河川レンジャーの打合せ。 

・体験コーナー（工作）実施に向け、木津川・宇治川・桂川での小石集め 

・ワークショップ実施に向けて、パワーポイントでスライド編集。 

・ブースの設置と、展示物の掲示。 

・河川に住む昆虫などの見本展示作品の用意。 
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当 日 

【パネル展示】 

・淀川百年対比写真 

・京都府域の河川レンジャー活動パネル 

・侵略的外来種啓発パネル 

【工作】 

・水辺のいきもの切り絵体験 

・ストーンペイント 

【お魚展示】 

・京都府域三川に棲息する淡水魚等の水槽展示 

【ワークショップ】 

・山村河川レンジャー「木津川の河床低下について」(併催事業) 

・山田河川レンジャー「水の性質のお話」 

(河川レンジャーの活動) 

・各ブースへ参加呼びかけ 

・環境フェスティバル展示団体並びに来場者への第６回桂川クリーン大作戦開催

の宣伝活動。 

・パネル展示の説明、工作体験の指導 

・ワークショップ「水の不思議と木津川の水質変化」 

・展示物の撤去、ブースの片付け 

 

事 後 

・第６回桂川クリーン大作戦の宣伝活動を継続して実施。 

・準備物の整理、魚、生き物をそれぞれの水槽に返す。 

・参加者がとても多くて体験者に迷惑をおかけしました。切り絵指導が出来る協

力者を必要とします。(西岡河川レンジャー) 

参加者からの意見 

・京都の川をゴミの無い美しく川にするため頑張ってください。 

・桂川クリーン大作戦は初めて知った、桂川の近くに住んでいるので参加したい

・参加については責任者と相談して参加の有無を考えたい。 

・今年も参加します。 

・ゴミのない綺麗な川を守るには、既に発生しているゴミは確かに拾って奇麗に

しなければならないが、ゴミの発生は元で断つ発想が大事では。そのためには

生産者（会社）や販売者（商社、店舗等）や消費者（人）が自分達のごみは行

政のゴミ出しルール従って処理し、違法投棄やポイ捨ては規制を強化して厳重

に罰する事が求められる。従って違法投棄やポイ捨ては強く行政指導を行わな

い限りゴミは減少しないし無くならない。更には自己意識が生まれないし平気

で捨てることになる。美しい川はみんなの願いとは、地球上の生き物の命の水

を守ることである。ゴミの出ないモノ作り、ゴミのでない販売方法、ゴミので

ない家庭を目指すことが大事であり、ゴミ処分には多額の税金が使われている

ことも事実である。桂川クリーン大作戦の志に期待したい。 

・桂川に流れ込んでいる川も桂川クリーン大作戦の日にきれいにすると桂川のゴ

ミが少なくなるのではないですか。 

・スッポンの飼育方法について多くの方の質問があった。木津川にスッポンがい

ることを知らない人がほとんどで、木津川が砂川でスッポンにとって産卵しや

すい浜が広がっているためスッポンが多く生息していることを説明すると驚い

ていた。 

・木津川に今でも多くの魚がいるのでなつかしいという人が多かった。 

・特にアンケートは取っていないが、体験コーナーの参加者からは「切り絵が楽

しかった。」「ストーンペイントでは、素晴らしい作品が展示されている」とい

う声が多かった。ワークショップ「水の不思議と木津川の水質変化」では、参

加者が集まるのか不安があったが、予想外に多くの方が集まり、木津川の課題

の一つ水質汚染について聞いて頂けた。(山田河川レンジャー) 

・沢山の方から切り絵について絶賛するお言葉をいただきました。中でも 90 歳の

お年寄りの方が「来年もまた来てやね」との一言は今でも心に残ります。また

子供さん 3 人の参加者「ぽっぽクラブ」の方は 1 月 12 日の大阪総合生涯での

イベントに来てくれて交流が出来ました。(西岡河川レンジャー) 
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 ストーンペイント  河川レンジャーによる切り絵体験 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 魚展示  山田河川レンジャーワークショップ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

    

 

 

 


